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平成３０年９月井手町議会（定例会）会議録（第２号）  
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       ７番  丸山  久志       ８番  中坊   陽   

       ９番  谷田みさお       10番  木村  武壽  

欠席議員  

       ５番  古川  昭義  

会議録署名議員の氏名  

       ７番  丸山  久志       10番  木村  武壽  
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 議 会 事 務 局 長 野﨑  裕美      議 会 書 記 坂井幸一郎  

 議 会 書 記 梶田  篤志      議 会 書 記 仁木   崇   

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名  

 町 長 汐見  明男      副 町 長 中谷  浩三  

 参 与 島田  智雄      教 育 長 松田   定   
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 理事兼総務課長事務取扱 脇本  和弘      理事兼地域創生推進室長事務取扱 眞木  伸浩  

 理事兼建設課長事務取扱 西田  哲弥      理事兼上下水道課長事務取扱 中島  一也  
 
 学 校 教 育 課 長 ・           高江  裕之      企 画 財 政 課 長 花木  秀章  
 自然休養村管理センター館長兼務 
 

 税 務 課 長  乾   浩朗      会計管理者・会計課長兼務 光田  恵理  

 住 民 福 祉 課 長 中坊  玲子      保 健 医 療 課 長 中谷   誠   
 
                    保健センター所長・  高 齢 福 祉 課 長 寺井  佳孝               小笠原温美  
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 産 業 環 境 課 長 菱本  嘉昭      上 下 水 道 課 参 事 森田   肇   
 
                    いづみ人権交流センター所長・  同和・人権政策課長 西島  豊広               木田ゆかり  
                    いづみ児童館長兼務 
 
 社 会 教 育 課 長 ・                      平間  克則      学校給食センター所長 奥山  英高  
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会議の経過  
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平成３０年９月井手町議会定例会 

 

議 事 日 程〔第２号〕 

平成３０年９月２７日（木）午前１０時開議  

 

第１  会議録署名議員の指名  

第２  平成２９年度井手町各会計歳入歳出決算及び各基金運用状況審査意見書

並びに財政健全化審査意見書等について  

第３  議案第 50号  平成２９年度井手町一般会計、特別会計「国民健康保険、

多賀地区簡易水道、後期高齢者医療、介護保険、公共下水

道」歳入歳出決算認定の件  

第４  議案第 51号  平成２９年度井手町水道事業会計決算認定の件  

第５  議案第 52号  平成２９年度井手町多賀財産区特別会計歳入歳出決算認定

の件  

第６  議案第 54号  井手町監査委員選任につき同意を求める件  

第７  平成２９年度城南土地開発公社決算に関する報告書について  

第８  発議第５号  ２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議  

第９  議員派遣の件  

第 10 閉会中の継続調査の申し出について  
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議事の経過 

 

議長（岡田久雄）   皆さん、ご参集、ご苦労さまでございます。  

 本日の会議に古川昭義議員から欠席届が出ておりますので、ご報告申し上

げます。  

 町長より、議案第５４号として、井手町監査委員選任につき同意を求める

件が追加提案として提出されております。また、谷田利一議員より、発議第

５号、２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議が提出されておりますので、

皆様のお手元に配付いたしました。なお、日程事項として組み入れておきま

したので、よろしく審議願います。  

 ただいまから平成３０年９月井手町議会定例会を再開し、直ちに本日の会

議を開きます。  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、７番、丸山久志

議員、１０番、木村武壽議員を指名いたします。  

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の順序の議席の方にお願いを

いたします。  

 次に、日程第２、平成２９年度井手町各会計歳入歳出決算及び各基金運用

状況審査意見書並びに財政健全化審査意見書等について、小川代表監査委員、

内容説明並びに補足されることがありましたら、発言を許します。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   小川代表監査委員。  

代表監査委員（小川  均）   皆さん、おはようございます。監査委員をさせ

ていただいております小川でございます。よろしくお願いいたします。  

 それでは、２９年度におきます監査に対します補足説明をさせていただき

たいと思います。  

 監査委員としてともに職務を遂行してまいりました村田忠文議員が、９月

７日にご逝去されました。短い期間ではございましたけれども、監査委員と

して、忠実に監査の実務に携わっていただきました。本当にありがたく思っ

ておる次第でございますけれども、生前のご厚情に深く感謝するとともに、

心からご冥福をお祈りいたしたいと思っております。  

 それでは、本題の方にまいらせていただきたいと思います。  
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 さきに提出しております決算審査意見書につきまして、補足説明をさせて

いただきます。  

 ８月２７日、８月２９日、９月３日の３日間にわたりまして、先ほど言い

ましたとおり、村田議員と一緒に決算監査を実施いたしました。審査に当た

っては、町長から提出された決算書類について、計算に過誤がないか、実際

の収支が収支命令に符合しているか、収支が違法でないかを検証するため、

会計簿、証書類等の照合、事務聴取、その他の審査を実施いたしました。ま

た、財政運営が経済的、効率的かつ合理的になされているか、行政水準の向

上が図れているかを主眼として考察いたしました。  

 結果、関係諸帳票の決算計数はいずれも符合しており、誤りのないことを

確認いたしました。また、公有財産、物品及び基金については、抽出により

調書の計数と財産台帳、歳入歳出簿、備品台帳を照合監査した結果、計数は

いずれも正確であると認めました。平成２９年度は、井手町第４次総合計画

で示す六つの基本目標に沿い、目標達成に向けて着実に取り組まれていると

ころであります。  

 歳入につきましては、本町は自主財源に乏しく、依然として依存財源が多

くを占める状況ですが、交付税や補助金を有効に活用し、各種事業を着実に

遂行されており、高く評価するところであります。一方、歳出につきまして

も、安心・安全のため、防災広場整備や町営住宅の長寿命化、また町道や橋

等のインフラ整備など、積極的に取り組まれているとともに、早い時期から

人件費の削減や事務の再編整理など、積極的に行政改革に取り組まれている

ことが現在の健全財政につながっていることは言うまでもありません。さら

に、計画的な基金を積み立て、それら基金を有効に運用されて、健全な行政

運営等に努められているなど、評価すべき点が随所で見受けられるところで

ございます。  

 また、特別会計及び水道会計につきましても、経費削減の努力の跡が見受

けられ、全ての会計で黒字であったことを確認いたしました。  

 今後につきましても、第４次総合計画に掲げられた基本理念を実現するた

め、歳入歳出両面において、中長期的な視点に立ち、実効性のある事務、事

業の進行管理に基づいた行財政運営により、健全財政を維持しつつ、住民サ

ービスのさらなる向上に取り組まれることを期待いたしております。  

 追伸になりましたが、監査に当たりまして、当局の職員の皆様によりまし
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ては、事務がスムーズに行くために協力していただきましたことを申し添え

ておきます。  

 以上でございます。  

議長（岡田久雄）   小川代表監査委員、どうもご苦労さまでした。  

 暫時休憩します。  

     休憩  午前１０時０７分  

     再開  午前１０時０７分  

議長（岡田久雄）   休憩前に引き続き、再開します。  

 日程第３、議案第５０号、平成２９年度井手町一般会計、特別会計「国民

健康保険、多賀地区簡易水道、後期高齢者医療、介護保険、公共下水道」歳

入歳出決算認定の件から、日程第５、議案第５２号、平成２９年度井手町多

賀財産区特別会計歳入歳出決算認定の件までの３件を一括議題といたします。 

 議案第５０号、提出者より提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   脇本総務課長。  

理事（脇本和弘）   それでは、議案第５０号、決算認定の件についてご説明

申し上げます。  

 平成２９年度井手町一般会計歳入歳出決算書、平成２９年度井手町国民健

康保険特別会計歳入歳出決算書、平成２９年度井手町多賀地区簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算書、平成２９年度井手町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算書、平成２９年度井手町介護保険特別会計歳入歳出決算書、平成２

９年度井手町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書は、監査委員の審査を

経たので、別紙のとおり意見書をつけて地方自治法第２３３条第３項の規定

により、町議会の認定に附する。  

 それでは、１６６ページをごらんください。一般会計歳入歳出決算書の実

質収支に関する調書であります。  

 区分、歳入総額５０億８，４７６万９，１３８円、歳出総額４６億６，２

８１万６，４７５円、歳入歳出差引額４億２，１９５万２，６６３円、翌年

度へ繰り越すべき財源、継続費逓次繰越額０円、繰越明許費繰越額４，４２

７万６，０００円、事故繰越し繰越額０円、計４，４２７万６，０００円、

実質収支額３億７，７６７万６，６６３円、実質収支額のうち地方自治法第

２３３条の２の規定による基金繰入額、以下、基金繰入額と申し上げます、
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０円でございます。  

 続きまして、２０２ページをごらんください。国民健康保険特別会計歳入

歳出決算書の実質収支に関する調書であります。  

 区分、歳入総額１１億１４５万２，５１１円、歳出総額１１億８，４４５

円、歳入歳出差引額１４４万４，０６６円、翌年度へ繰り越すべき財源はご

ざいません。実質収支額１４４万４，０６６円、基金繰入額０円でございま

す。  

 次に、２１６ページをごらんください。多賀地区簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算書の実質収支に関する調書であります。  

 区分、歳入総額４，２５３万３，１９６円、歳出総額３，８６１万１，３

８５円、歳入歳出差引額３９２万１，８１１円、翌年度へ繰り越すべき財源

はございません。実質収支額３９２万１，８１１円、基金繰入額０円でござ

います。  

 次に、２３０ページをごらんください。後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算書の実質収支に関する調書であります。  

 区分、歳入総額１億４５０万４，４０７円、歳出総額１億１９７万３，２

７６円、歳入歳出差引額２５３万１，１３１円、翌年度へ繰り越すべき財源

はございません。実質収支額２５３万１，１３１円、基金繰入額０円でござ

います。  

 次に、２５８ページをごらんください。介護保険特別会計保険事業勘定歳

入歳出決算書の実質収支に関する調書でございます。  

 区分、歳入総額８億５，８０６万２，６１６円、歳出総額８億３，０６４

万８４９円、歳入歳出差引額２，７４２万１，７６７円、翌年度へ繰り越す

べき財源はございません。実質収支額２，７４２万１，７６７円、基金繰入

額０円でございます。  

 次に、２６８ページをごらんください。介護保険特別会計サービス事業勘

定歳入歳出決算書の実質収支に関する調書であります。  

 区分、歳入総額２，０４８万３，１１９円、歳出総額３９０万３，２５６

円、歳入歳出差引額１，６５７万９，８６３円、翌年度へ繰り越すべき財源

はございません。実質収支額１，６５７万９，８６３円、基金繰入額０円で

ございます。  

 次に、２８４ページをごらんください。公共下水道事業特別会計歳入歳出
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決算書の実質収支に関する調書であります。  

 区分、歳入総額４億３，８１２万２，０６０円、歳出総額４億２，２４２

万４，５７７円、歳入歳出差引額１，５６９万７，４８３円、翌年度へ繰り

越すべき財源はございません。実質収支額１，５６９万７，４８３円、基金

繰入額０円でございます。  

 次のページ、２８５ページをごらんください。平成２９年度財産に関する

調書でございまして、内容につきましては、後ほどごらんおきください。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   次に、議案第５１号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   中島上下水道課長。  

理事（中島一也）   それでは、議案第５１号、決算認定の件についてご説明

申し上げます。  

 平成２９年度井手町水道事業会計決算書は、監査委員の審査を経たので、

別紙のとおり意見書をつけて地方公営企業法第３０条第４項の規定により、

町議会の認定に附する。  

 それでは、１ページをごらんください。平成２９年度井手町水道事業会計

決算報告書でございます。  

 １、収益的収入及び支出の収入であります。  

 第１款、水道事業収益、当初予算額１億２，７５１万円、合計、同額でご

ざいます。決算額１億２，７４４万７，６７３円、予算額に比べ、決算額の

増減、以下増減と申し上げます、６万２，３２７円の減。第１項営業収益、

当初予算額１億２８３万６，０００円、合計、同額です。決算額１億２０９

万８４０円、増減７４万５，１６０円の減。第２項営業外収益、当初予算額

２，４６７万３，０００円、合計、同額です。決算額２，５３５万６，８３

３円、増減６８万３，８３３円。第３項特別利益、当初予算額１，０００円、

合計、同額です。決算額はございません。増減１，０００円の減であります。  

 次に、支出であります。  

 第１款水道事業費用、当初予算額１億２，８５２万３，０００円、小計、

合計ともに同額です。決算額１億４７３万１５円、不用額２，３７９万２，

９８５円。第１項営業費用、当初予算額１億１，５８５万３，０００円、小

計、合計ともに同額です。決算額９，４２４万２，３７１円、不用額２，１
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６１万６２９円。第２項営業外費用、当初予算額１，２１６万８，０００円、

小計、合計ともに同額です。決算額１，０４８万７，０２８円、不用額１６

８万９７２円。第３項特別損失、当初予算額２，０００円、小計、合計とも

に同額です。決算額６１６円、不用額１，３８４円。第４項予備費、当初予

算額５０万円、小計、合計ともに同額です。決算額ございません。不用額５

０万円。  

 次のページをごらんください。２、資本的収入及び支出の収入であります。  

 第１款資本的収入、当初予算額３，９００万３，０００円、小計、合計と

もに同額です。決算額３，１７２万６，３８０円、予算額に比べ、決算額の

増減、以下、増減と申し上げます、７２７万６，６２０円の減。第１項企業

債、当初予算額２，２００万円、小計、合計ともに同額です。決算額１，６

５０万円、増減５５０万円の減。第２項分担金、当初予算額１００万円、小

計、合計ともに同額です。決算額１１１万７８０円、増減１１万７８０円。

第３項寄附金、当初予算額１，０００円、小計、合計ともに同額です。決算

額はございません。１，０００円の増減、１，０００円の減です。第４項そ

の他資本的収入、当初予算額１，０００円、小計、合計ともに同額です。決

算額はございません。増減１，０００円の減。第５項負担金、当初予算額１，

６００万１，０００円、小計、合計ともに同額です。決算額１，４１１万５，

６００円、増減１８８万５，４００円の減であります。  

 次に、支出であります。  

 第１款資本的支出、当初予算額８，２９４万５，０００円、小計同額です。

地方公営企業法第２６条の規定による繰越額１００万円、以下、繰越額と申

します。合計８，３９４万５，０００円、決算額６，０１０万５，１９１円、

地方公営企業法第２６条の規定による繰越額、以下、繰越額と申し上げます。

１，７００万円、合計、同額でございます。不用額６８３万９，８０９円。

第１項建設改良費、当初予算額５，６９２万円、小計、同額です。繰越額１

００万円、合計５，７９２万円、決算額３，４０８万１，８４３円、繰越額

１，７００万円、合計、同額です。不用額６８３万８，１５７円。第２項企

業債償還金、当初予算額２，６０２万４，０００円、小計、合計ともに同額

です。決算額２，６０２万３，３４８円、繰越額はございません。不用額６

５２円。第３項その他資本的支出、当初予算額１，０００円、小計、合計と

もに同額です。決算額はございません。繰越額ございません。不用額１，０
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００円であります。資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額２，８

３７万８，８１１円は当年度消費税資本的収支調整額２１４万２，６８６円

及び過年度分損益勘定留保資金２，６２３万６，１２５円で補填した。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   次に、議案第５２号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   花木企画財政課長。  

企画財政課長（花木秀章）   それでは、議案第５２号、決算認定の件につき

ましてご説明申し上げます。  

 平成２９年度井手町多賀財産区特別会計歳入歳出決算書は、監査委員の審

査を経たので、別紙のとおり意見書をつけて地方自治法第２３３条第３項の

規定により、町議会の認定に附する。  

 それでは、１４ページをごらんください。実質収支に関する調書でござい

ます。  

 区分、歳入総額２８７万３３８円、歳出総額２１８万２１７円。歳入歳出

差引額６９万１２１円、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収

支額６９万１２１円、実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定に

よる基金繰入額、ございません。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。  

 お諮りします。本３件については、全議員で構成する決算特別委員会を設

置し、これに付託の上、閉会中の継続審査とすることにいたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、議案第５０号、平成

２９年度井手町一般会計、特別会計「国民健康保険、多賀地区簡易水道、後

期高齢者医療、介護保険、公共下水道」歳入歳出決算認定の件から、議案第

５２号、平成２９年度井手町多賀財産区特別会計歳入歳出決算認定の件まで
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の３件については、全議員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託

の上、閉会中の継続審査とすることに決定しました。  

 お諮りします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につ

いては、井手町議会委員会条例第６条第４項の規定により、脇本尚憲議員、

谷田利一議員、西島寛道議員、岡田久雄議員、古川昭義議員、丸山久志議員、

中坊  陽議員、谷田みさお議員、木村武壽議員、以上９人を指名したいと思

います。これにご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたし

ました９人の議員を決算特別委員に選任することに決定しました。  

 ただいま決算特別委員会の委員も決まりましたので、ここで休憩したいと

思います。休憩中に特別委員会を開いていただきまして、正副委員長の互選

を願います。なお、その結果を報告願います。  

 それでは暫時休憩します。  

     休憩  午前１０時２６分  

     再開  午前１０時２６分  

議長（岡田久雄）   休憩前に引き続き、再開します。  

 ただいま、休憩中に開会されました決算特別委員会より、正副委員長の互

選結果の報告がございましたので、ご報告します。  

 決算特別委員会の委員長には丸山久志議員、副委員長には中坊  陽議員と

決定いたしました。  

 次に、日程第６、議案第５４号、井手町監査委員選任につき同意を求める

件を議題とします。  

 地方自治法第１１７条の規定により、丸山久志議員の退場を求めます。  

     （丸山久志議員退場）  

議長（岡田久雄）   提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   脇本総務課長。  

理事（脇本和弘）   それでは、議案第５４号、井手町監査委員選任につき同

意を求める件についてご説明申し上げます。  

 地方自治法第１９６条第１項の規定により、下記の者を監査委員に適任と

認め、選任につき同意を求める。  
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 記といたしまして、京都府綴喜郡井手町大字井手小字梅ノ木原２６番地、

丸山久志氏、昭和３４年４月１１日生まれ。なお、任期は議会の議員の任期

まででございます。委員は２名でございまして、他の委員は小川  均氏でご

ざいます。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   これで提案理由の説明を終わります。  

 この件につきましては、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行います。  

 これから、議案第５４号、井手町監査委員選任につき同意を求める件を採

決します。  

 議案第５４号は同意することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（岡田久雄）   挙手全員です。したがって、議案第５４号、井手町監査

委員選任につき同意を求める件は同意することに決定しました。  

 丸山久志議員の入場を許します。  

     （丸山久志議員入場）  

議長（岡田久雄）   次に、日程第７、平成２９年度城南土地開発公社決算に

関する報告書についてであります。なお、本件につきましては、既に城南土

地開発公社理事会で承認済みのものであり、井手町もこの公社に加入してお

ります関係上、議員の皆様方にもご承知願っておきたいと考え、報告事項と

して日程に組み入れましたので、説明を受けることにとどめたいと思います。 

 提出者より説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   花木企画財政課長。  

企画財政課長（花木秀章）   それでは、平成２９年度城南土地開発公社決算

に関する報告書につきましてご説明申し上げます。  

 ２ページをごらんください。取得実績明細票でございます。井手町分の取

得実績はございません。次に、売却実績明細票でございます。こちらにつき

ましても、井手町分の売却実績はございません。  

 次に、２０ページをごらんください。公有用地明細票でございます。井手

町分の公有地はございません。  

 次に、２４ページをごらんください。短期借入金明細票でございます。井

手町分の借入金はございません。  
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 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   以上で日程第７を終わります。  

 次に、日程第８、発議第５号、２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議

を議題とします。  

 発議第５号について、提出議員から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田利一議員。  

２番（谷田利一）   ２番、谷田利一です。  

 朗読をもちまして、２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議を提出しま

す。  

 発議第５号、提出者、井手町議会議員、谷田利一。賛成者、井手町議会議

員、西島寛道。  

 ２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議。  

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出します。  

 ２０２５年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧

会を大阪・関西が一体となって開催することは、新たな産業や観光のイノベ

ーションが期待できるなど、大きな経済効果をもたらすとともに、全世界に

向けて圏域の存在感を示す絶好の機会となり、極めて大きな意義がある。  

 また、このような国際博覧会の開催は、圏域全体のみならず、京都府にお

ける産業振興や観光文化交流等を促進するとともに、府内各地域の振興や住

民の生活向上にも寄与することが期待できる。  

 よって、井手町議会は、大阪・関西における国際博覧会の開催を支持する

とともに、誘致実現に向けた国内機運の醸成など、必要な取り組みを国、地

元大阪府市、経済界とともに積極的に推進していく。  

 以上、決議する。  

 平成３０年９月２７日、井手町議会。  

 以上です。ぜひとも同僚議員の皆様のご賛成をよろしくお願いいたします。 

議長（岡田久雄）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  
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９番（谷田みさお）   提案者に３点お伺いします。  

 １点は、誘致しようとしている国際博覧会とカジノを含む統合型リゾート、

ＩＲとの関連性をどのようにお考えになってるかということです。この決議

案の２行目から３行目に、新たな産業や観光のイノベーションという言葉が

ありますけれども、これはカジノも意図しておっしゃっていることなのか。  

 ２点目に、経費の問題です。誘致委員会が説明書を議会にも送ってくださ

っていますけれども、それを見ますと、総事業費は１，２５０億、運営費が

８００億から８３０億円というようなことで、２，０００億を超える巨大な

プロジェクトとなるんですが、この経費を誰が負担するのか。経済界は３分

の１ということですから、公費が３分の２ということになるので、国民の負

担は非常に大きいと思うんですけれども、赤字が出た場合、誰が負担するこ

とになるんでしょうか。さらに、この地域に鉄道を延伸するというようなイ

ンフラ整備がその上にまだかかってまいります。こういう経費についても十

分ご理解いただいた上で、誘致を進めようというお考えなのでしょうか。  

 ３点目は、場所の問題です。この予定地となっています夢洲というのは、

もともと廃棄物、ごみの埋め立てによる人工島でありますし、高潮や津波、

液状化等の心配はないのか。この間の台風２１号で関空が水没するというよ

うなことがありました。こういう点についても、もう一度、場所についても

検討を加える必要があるのではないか。  

 その３点、提案者の方のお考えを伺います。  

議長（岡田久雄）   答弁願います。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田利一議員。  

２番（谷田利一）   まず万博とＩＲの件ですけども、それぞれ独立した事業

であるというように聞いておりますので、相互の依存性はないと思います。

あとについては、ただいま発議したとおりでございます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   １番目の答弁で、万博とＩＲとはそれぞれ独立した事

業とおっしゃいましたので、提案者の方はカジノを含むＩＲ推進の立場には

立たれていないということでしょうか。  

     （挙手する者あり）  
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議長（岡田久雄）   谷田利一議員。  

２番（谷田利一）   そのとおりでございます。  

議長（岡田久雄）   ほかにありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

 討論ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   反対の立場で討論を行います。  

 ただいま提案されております２０２５年の国際博覧会の誘致に関する決議

については、３点、大きな問題があると思います。  

 １点目には、カジノを含む統合的リゾート開発、ＩＲとの関連であります。

提案者の方は、独立した別の事業、みずからはカジノを含むＩＲの推進の立

場には立たないというご説明でありますが、となると、これは非常に矛盾す

ると思うわけです。大阪府も大阪市も、これは一体のものとして進めるとい

うふうに明言されておりますので、そのことを切り離して誘致を推進すると

いうことは、矛盾する話であると思います。カジノについては、刑法では禁

じられている賭博というギャンブル行為をなぜこのＩＲに限って認めるのか

というようなことについて、国民的な議論が十分熟しているとは思えません。

多くの国民がカジノについては不安を抱いている、そういうものを進めると

いうことについては、いかがなものかと思います。  

 ２点目の経費の問題ですが、非常に莫大な経費がかかる。これについて、

入場料等の試算というようなものも今、お聞きもしておりませんし、実際に

確保できるのか。大阪府や大阪市は、インフラ整備については、カジノの事

業者に地下鉄やＪＲの延伸費用を求めるなどということも言っています。こ

れはもちろん、一体に進めるという考えですから、そういう経費の求め方も

しているわけですが、実際に誰が負担するのかということは非常に不安が残

ります。結局、赤字が出た場合に、国民負担がかかってくる。実際、２００

０年に行われたドイツのハノーバーの博覧会というのは莫大な赤字が出まし

て、それはドイツ政府と地元の州が今も負担をし続けているという状況です。 

 ３点目の予定地の安全性ということですが、これまでも南海トラフ地震に
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よって大阪湾の沿岸部は大丈夫かという議論があったわけですが、今回の台

風２１号によりまして、まさに５０年に１度を超えるような被害が実際に関

空で起こってしまった。同じような人工島である夢洲におきまして、同じよ

うなことが起こらないとは限らない。台風が、もし、もう少し北寄りのコー

スをとっていたら、夢洲も直撃を受けたということは想像にかたくありませ

ん。いま一度、場所については当然検討をするべきことだと思いますが、そ

の点についても言及がありません。  

 もろ手を挙げて経済界とともに推進するんだという立場には井手町議会と

して立つべきではないと思いますので、反対いたします。  

議長（岡田久雄）   ほかに討論ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   これで討論を終わります。  

 これから、発議第５号、２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議を採決

します。  

 発議第５号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（岡田久雄）   挙手多数です。したがって、発議第５号は原案のとおり

可決されました。  

 次に、日程第９、議員派遣の件を議題とします。  

 お諮りします。議員派遣の件については、お手元に配付しましたとおり派

遣することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件は、お

手元に配付しましたとおり派遣することに決定しました。  

 次に、日程第１０、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。  

 各委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付いたしま

した申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。  

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことにご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し

出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。  
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 お諮りします。本定例会の会議に付されました事件は全て終了しました。

会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。ご異議ござ

いませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、本定例会は本日で閉

会することに決定しました。  

 これをもちまして本日の会議を閉じ、平成３０年９月井手町議会定例会を

閉会します。  

 大変ご苦労さまでございました。  

     閉会  午前１０時４３分  
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。  
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